
ご
挨
拶

～
実
践
運
動
の
更
な

る
推
進
を
目
指
し
て
～

浜
田
組
組
長

朝
枝

成

二
〇
二
四
年
四
月
よ
り
、
組

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

就
任
早
々
、
浜
田
組
主
催
親

鸞
聖
人
ご
誕
生
八
五
〇
年
・
立

教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
が

あ
り
、
前
組
長
服
部
浩
明
実
行

委
員
長
を
中
心
に
多
く
の
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
の
お
か
げ
で

延
約
三
〇
〇
人
の
ご
参
詣
を
賜

り
盛
大
に
勤
修
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
つ
つ
し
ん
で
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
に
つ
い
て
、
国
内
で

は
、
本
年
の
元
日
に
能
登
半
島

地
震
が
発
生
、
八
月
時
点
で
、

死
者
は
三
四
一
人
。
全
壊
家
屋

が
六
二
七
三
棟
に
の
ぼ
り
、
山

間
地
を
結
ぶ
道
路
が
各
地
で
寸

断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
イ
ン
フ

ラ
・
住
居
再
建
が
困
難
を
窮
め

て
い
る
そ
う
で
す
。

世
界
に
⽬
を
向
け
ま
す
と
、
二

年
前
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
が
勃
発
。
事
態
は
終

息
に
向
う
ど
こ
ろ
か
激
烈
さ
を

極
め
、
こ
れ
に
影
響
さ
れ
て
か
、

パ
レ
ス
チ
ナ
地
域
で
の
ハ
マ
ス

と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
紛
争
で
百
万

人
を
超
え
る
避
難
民
が
劣
悪
な

環
境
下
で
不
安
な
日
常
を
送
っ

て
い
ま
す
。

ま
さ
し
く
五
濁
悪
世
の
只
中

に
私
た
ち
は
今
翻
弄
さ
れ
て
い

る
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
、
十
二
年

前
か
ら
宗
門
一
丸
と
な
り
推
進

し
て
き
た
「
自
他
と
も
に
心
豊

か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
「
御

同
朋
の
社
会
を
目
指
す
運
動
」

（
実
践
運
動
）
は
、
ま
す
ま
す

重
要
さ
を
増
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

阿
弥
陀
仏
に
な
る
前
の
法
蔵

菩
薩
は
、
も
と
国
王
で
あ
り
、

世
⾃
在
王
仏
の
説
法
を
聴
聞
す
る

や
い
な
や
、
権
力
と
身
分
を
捨

て
、
一
人
の
修
行
僧
（
比
丘
）

と
な
り
、
や
が
て
「
あ
ら
ゆ
る

命
を
⼀
つ
も
漏
ら
さ
ず
に
救
う
」

究
極
的
救
済
の
本
願
を
完
成
な

さ
れ
る
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

顛
末
が
『
無
量
寿
経
』
に
説
か

れ
ま
す
が
、
こ
の
ご
本
願
の
御

恩
に
報
い
る
時
が
今
ま
さ
に
到

来
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
第
五
期
を
迎
え
る

「
御
同
朋
の
社
会
を
目
指
す
運

動
」
（
実
践
運
動
）
に
、
浜
田

組
の
私
た
ち
も
、
更
な
る
推
進

を
目
指
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

四
年
間
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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１
、
基
本
理
念

宗
祖
親
鸞
聖
人
は
、
『
仏
説
無
量
寿

経
』
に
説
か
れ
た
阿
弥
陀
如
来
の
本
願

に
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
弾
圧
と
差
別
に
苦

悩
し
な
が
ら
も
お
念
仏
喜
ぶ
民
衆
を

「
と
も
同
朋
」
「
御
同
行
」
と
親
し
く

交
わ
り
、
と
も
に
「
自
信
教
人
信
」
の

「
無
碍
の
一
道
」
を
歩
ん
で
往
か
れ
ま

し
た
。

現
代
社
会
は
、
他
者
や
自
然
を
自
己
の

都
合
の
良
い
道
具
や
手
段
と
み
な
す
考

え
方
が
増
長
し
、
多
様
な
価
値
観
を
認

め
合
わ
ず
対
立
し
、
分
断
と
差
別
が
ま

す
ま
す
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

世
の
中
で
、
人
権
や
平
和
と
い
っ
た
、

と
も
に
支
え
合
っ
て
生
き
る
た
め
の
課

題
を
学
び
確
認
し
合
う
こ
と
は
何
よ
り

も
大
切
で
す
。

宗
祖
が
顕
ら
か
に
さ
れ
た
「
浄
土
真

宗
」
の
み
教
え
に
基
づ
き
、
戦
争
や
差

別
を
繰
り
返
し
て
き
た
過
去
の
歴
史
を

直
視
し
、
人
々
の
悲
し
み
や
痛
み
に
寄

り
添
う
優
し
い
眼
差
し
と
温
か
な
感
性

を
養
う
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
念
仏
者
に

と
っ
て
、
最
も
求
め
ら
れ
る
べ
き
事
柄

で
す
。

浜
田
組
で
は
、
「
浄
土
真
宗
」
の
み

教
え
を
聞
き
開
い
て
、
戦
争
や
差
別
の

世
を
厭
う
心
を
育
み
養
い
、
国
や
民
族

や
宗
教
を
超
え
て
互
い
を
敬
い
認
め
合

う
御
同
朋
の
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。

２
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

結
ぼ
う

広
げ
よ
う

御
同
朋
の
輪

３
、
実
践
目
標

・
〈
貧
困
の
克
服
に
向
け
て

～D
āna

for
W
orld

Peace

～
〉

ー
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に
ー

・
寺
院
活
動
の
復
興
と
推
進

４
、
達
成
目
標

〈
同
朋
社
会
部
会
〉

・
貧
困
問
題
の
克
服
に
向
け
た
取

り
組
み

・
平
和
と
戦
争
、
環
境
な
ど
の
社

会
問
題
へ
の
取
り
組
み

・
差
別
問
題
へ
の
取
り
組
み

〈
寺
院
教
化
支
援
部
会
〉

・
寺
院
機
能
の
活
性
化
、
教
化
団

体
の
連
携
、
過
疎
対
策

〈
伝
道
広
報
部
会
〉

・
時
代
・
社
会
に
即
応
す
る
教
学

の
学
び

・
文
書
視
聴
覚
伝
道
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「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）
」
総
合
基
本
計
画

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
度
～
二
〇
二
七
（
令
和
九
）
年
度
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四
月
二
十
八
日
（
日
）
に
浜

田
組

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇

年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃

法
要
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
長
い

歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
親
鸞

聖
人
の
ご
誕
生
を
祝
い
、
浄
土

真
宗
の
教
え
に
出
遇
え
た
こ
と

の
喜
び
を
込
め
て
勤
め
る
法
要

で
す
。
午
前
中
に
厳
か
な
雰
囲

気
の
中
、
帰
敬
式
が
行
わ
れ
午

後
は
雅
楽
の
音
色
に
彩
ら
れ
た

法
要
と
奈
良
県

光
明
寺
住
職
の

三
浦
明
利

師
に
よ
る
ト
ー
ク
＆

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
「
帰
敬
式
」
に
は

一
一
八
名
の
受
式
が
あ
り
ま
し

た
。
「
帰
敬
式
」
と
は
、
お
釈

迦
さ
ま
の
弟
子
と
な
り
、
浄
土

真
宗
の
教
え
の
中
に
生
き
て
い

く
こ
と
を
誓
う
大
切
な
儀
式
で

す
。
こ
の
機
会
だ
け
で
な
く
た

く
さ
ん
の
方
々
が
受
式
さ
れ
る

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

午
後
か
ら
の
法
要
で
は
、
伝

供
（
仏
前
に
華
・
灯
・
香
を
手

か
ら
手
へ
伝
え
渡
し
て
供
え
る

こ
と
）
か
ら
始
ま
り
、
「
宗
祖

讃
仰
作
法

音
楽
法
要
」
を
皆

さ
ん
と
お
勤
め
を
い
た
し
ま
し

た
。
本
堂
中
に
雅
楽
の
演
奏
と

皆
さ
ま
の
お
勤
め
の
声
が
響
き

わ
た
っ
て
お
り
ま
し
た
。

法
要
の
後
、
三
浦
明
利

師
に

よ
る
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

三
浦
さ
ん
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
ギ
タ
ー
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る

弾
き
語
り
で
、
全
国
各
地
で
演

奏
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
曲
も

混
ぜ
て
た
く
さ
ん
の
歌
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
、
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
さ
ま
で
素

晴
ら
し
い
慶
讃
法
要
と
な
り
ま

し
た
。
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浜
田
組
念
仏
奉
仕
団
十
回
表
彰

清
岸
寺

服
部

浩
明

九
月
二
十
四
（
火
）
日
～
二
十
五
日

（
水
）
浜
田
組
念
仏
奉
仕
団
を
参
加
者

十
二
名
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

新
浜
田
組
と
し
て
平
成
二
十
五
年
に
第

一
回
浜
田
組
念
仏
奉
仕
団

を
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
毎

年
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

途
中
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

の
年
も
あ
り
ま
し
た
が
今

回
で
十
回
目
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
度
は
秋
季
彼
岸
法

要
中
で
あ
り
、
初
日
は
午

後
か
ら
国
宝
の
書
院
鴻
之

間
の
畳
拭
き
の
ご
奉
仕
に

続
き
、
ご
門
主
と
面
接
・

記
念
撮
影
、
ご
法
話
を
聴

聞
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
全
員
お
晨
朝

に
参
拝
、
二
名
の
方
が
帰

敬
式
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
奉
仕
は
、

本
山
の
厳
粛
な
彼
岸
満
日
中
法
要
（
阿

弥
陀
経
作
法
）
に
参
拝
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
団
体
と
し
て
浜
田
組
十
回

表
彰
、
個
人
表
彰
と
し
て
十
回
目
と
な

る
三
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る

君
へ
」
の
主
人
公
の
ひ
と
り
藤
原
道
長

の
長
男
藤
原
頼
道
が
建
立
し
た
宇
治
平

等
院
（
世
界
遺
産
）
を
拝
観
し
ま
し
た
。

極
楽
浄
土
の
宮
殿
を
モ
デ
ル
に
し
た
鳳

凰
堂
は
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
安
置
す
る

阿
弥
陀
堂
で
十
円
硬
貨
の
デ
ザ
イ
ン
で

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

念
仏
奉
仕
団
に
つ
い
て
、
前
御
門
主

は
「
念
仏
奉
仕
団
の
方
々
の
ご
奉
仕
と

晨
朝
法
要
で
の
正
信
偈
の
ご
唱
和
は
本

願
寺
の
宝
で
あ
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

昭
和
二
十
八
年
か
ら
続
く
こ
の
念
仏

奉
仕
団
の
喜
び
に
多
く
の
皆
さ
ま
に
出

遇
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
喜
び
が
一
回

か
ら
十
回
へ
と
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

活

動

報

告

浜
田
組
組
会

五
月
十
日
（
金
）
に
旭
町
本
郷
の
清

岸
寺
に
て
浜
田
組
組
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
組
会
は
組
内
各
寺
院
か
ら
選
出

さ
れ
た
僧
侶
・
門
信
徒
各
一
名
の
組
会

議
員
に
よ
り
、
浜
田
組
の
運
営
に
つ
い

て
協
議
す
る
重
要
な
会
議
で
す
。
執
行

部
よ
り
提
案
の
あ
っ
た
事
業
報
告
・
決

算
、
事
業
計
画
案
・
予
算
案
等
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。任

期
満
了
に
伴
い
、
今
年
度
よ
り
新

し
い
体
制
の
も
と
「
御
同
朋
の
社
会

を
め
ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）
」
総
合

基
本
計
画
（
二
頁
参
照
）
に
基
づ
い
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

実
践
運
動
浜
田
組
委
員
会

五
月
三
十
一
日
（
金
）
国
分
町
の
金

藏
寺
に
て｢

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す

運
動
（
実
践
運
動
）｣

浜
田
組
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
体
制
の
も
と

今
期
よ
り
新
た
に
計
画
さ
れ
た
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
が
行
わ
れ
、
各
教

化
団
体
お
よ
び
当
よ
り
今
年
の
活
動
計

画
を
確
認
し
ま
し
た
。

浜
田
組
組
講

六
月
十
五
日(

土)

、
十
六
日(

日)

に

原
町

光
西
寺
を
会
場
に
浜
田
組
組
講

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
願
寺
派
司
教
、
龍
谷
大
学
教
授
の

井
上
見
淳
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

「
三
業
惑
乱
の
起
源
と
概
要
～
聖
人
一

流
の
道
を
護
れ
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

組
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
六
日(

日)

午
後
か
ら
の
仏

教
公
開
講
座
に
も
た
く
さ
ん
の
方
に
お

参
り
を
い
た
だ
き
、
井
上
先
生
の
あ
た

た
か
い
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
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門
徒
総
代
会
総
会
・
研
修
会

五
月
十
日
（
金
）
に
旭
町
の
清
岸
寺

を
会
場
に
、
浜
田
組
門
徒
総
代
会
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月

六
日
（
土
）
に
は
、
清
水
町
の
真
光
寺

に
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
大
家

西
臨
寺
住
職
・
荒

本
由
末
師
よ
り｢

お
念
仏
に
出
遇
う｣

と

題
し
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
暑

い
日
で
し
た
が
多
く
の
総
代
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
過
疎
の
現

状
を
赤
裸
々
に
語
っ
て
い
た
だ
く
中
に

有
り
難
い
ご
法
義
の
お
話
も
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

実
践
運
動
研
修
会
・
協
議
会

九
月
三
日
（
火
）
午
前
中
に
金
城
町

の
み
ど
り
会
館
に
お
い
て
、
実
践
運
動

推
進
僧
侶
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
広
島
県
の
徳
行
寺
住
職
の
三
ヶ

本
義
幸
先
生
を
お
迎
え
し
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
貧
困
の
克
服
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
実
践
運
動
推
進

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
「
晩
飯
ま
だ
？

～
身
近
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
見

つ
め
直
し
て
み
よ
う
～
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
寺
族
、
各
教
化
団
体
役
員
の
方
々

と
一
緒
に
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会

五
月
二
十
八
日
（
火
）
に
国
分
町
の

金
藏
寺
に
て
総
会
が
行
わ
れ
事
業
報
告
・

決
算
、
事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
協
議

さ
れ
ま
し
た
。
九
月
七
日
（
土
）
に
は

国
分
町
の
金
藏
寺
に
て
門
徒
推
進
委
員

連
絡
協
議
会
第
十
二
回
公
開
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
金
藏
寺
住
職
の
朝
枝

成
師
に
は
講
師
も
お
願
い
し
、
「
立
教

開
宗
八
〇
〇
年
」
と
題
し
て
ご
懇
切
な

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仏
教
婦
人
会

今
年
度
は
四
月
二
十
日
（
日
）
に
国

分
町
の
金
藏
寺
に
て
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
後
の
研
修
会
で
は
、
天

蔵
寺
住
職

津
田
宝
慧
師
よ
り
「
お
浄

土
は
本
当
に
あ
る
の
？
」
と
題
し
て
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

六
月
一
日
（
土
）
に
は
浜
田
組FCY

A

と
合
同
で
若
婦
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

七
月
二
十
一
日
（
日
）
に
は
、
会
員

研
修
会
が
旭
町
木
田
の
正
蓮
寺
に
て
、

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
大
田
市

の
玉
泉
寺
住
職
の
小
笠
原
弘
之
師
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。｢

お
仏
壇
の

お
荘
厳
と
お
勤
め｣

と
い
う
テ
ー
マ
で
、

基
本
的
な
と
こ
ろ
を
中
心
に
懇
切
丁
寧

に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
若
者
ご
縁
づ
く
り

六
月
一
日
に
金
城
町
下
来
原
の
福
泉

寺
に
て
、
浜
田
組
仏
婦
＆
浜
田
組FCY

A

合
同
開
催
の
若
婦
人
研
修
会
に
て
、

謎
解
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

し
た
。
お
寺
に
若
い
世
代
が
集
う
機
会

が
減
っ
て
き
た
昨
今
で
す
が
、
終
始
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
雰
囲
気
で
謎
解

き
タ
イ
ム
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

仏
教
壮
年
会

六
月
二
日
（
日
）
に
国
分
町
の
金
藏

寺
を
会
場
に
、
浜
田
組
仏
教
壮
年
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年

度
事
業
報
告
な
ら
び
に
二
〇
二
四
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。

平
和
と
戦
争
を
考
え
る
研
修
会

二
〇
二
四
年
二
月
二
十
五
日
（
日
）

に
有
福
の
光
現
寺
に
て
平
和
と
戦
争
を

考
え
る
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
三
次
市

西
善
寺
住
職
の
小

武
正
教
師
に
お
越
し
い
た
だ
き
、｢

続
・

こ
の
国
こ
の
教
団
の
危
機
と
真
宗｣

と

題
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
組
内

外
問
わ
ず
様
々
な
方
に
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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金
藏
寺

こ
ん
ぞ
う
じ

寺
号
に
想
い
を
巡
ら
せ
て

「
金
蔵
」
と
は
、
『
無
量
寿
経
』
で
、

世
自
在
王
仏
よ
り
遡
る
過
去

五
十
三
仏
の
十
八
番
⽬
に
挙

げ
ら
れ
、
こ
れ
を
典
拠
と
し

て
寺
号
に
採
⽤
し
た
と
思
わ

れ
、
寛
文
五
（
⼀
六
六
五
）

年
、
第
五
世
住
職
西
玄
師
に

よ
っ
て
認
許
の
手
続
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
金
銭
や
金
塊
を

多
く
所
蔵
し
て
い
る
か
の
如

き
印
象
で
褒
め
ら
れ
困
惑
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本

来
の
意
味
は
、
金
と
は
仏
性
、

悟
り
を
開
く
可
能
性
の
こ
と

で
す
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

大
金
を
所
蔵
す
る
ど
こ
ろ
か
、

境
内
の
至
る
所
に
は
石
瓦
と

雑
草
だ
ら
け
が
実
状
で
す

（
苦
笑
）
。

数
年
前
、
あ
る
ご
婦
人
の

訪
問
が
あ
り
、
福
屋
と
自
ら

名
乗
ら
れ
、
「
金
蔵
寺
に
は

⾦
の
茶
釜
が
あ
る
は
ず
で
、

朝
鮮
出
兵
か
ら
帰
国
し
た
加

藤
清
正
一
行
に
御
宿
を
か
し

た
返
礼
で
秀
吉
様
か
ら
頂
戴

し
た
も
の
で
す
よ
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
唐
突
な
話
に
返

事
に
窮
し
て
い
る
と
、
「
福
屋
家
伝
承

の
縁
起
に
証
文
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
本

当
で
す
」
と
重
ね
て
念
を
押
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ご
婦
人
が
帰
ら
れ
た
後
、
西

玄
師
が
福
屋
氏
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
に

気
づ
き
、
あ
な
が
ち
根
拠
の
な
い
作
り

話
で
な
く
、
「
金
の
茶
釜
所
蔵
の
寺
」

と
い
う
意
味
が
暗
に
込
め
ら
れ
て
い
る

か
も
と
胸
踊
る
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。

た
だ
し
、
肝
心
の
「
金
の
茶
釜
」
の
実

物
は
ど
こ
に
も
⾒
当
た
り
ま
せ
ん
。

親
鸞
聖
⼈
は
、
石
瓦
礫
の
ご
と
き
⽥

舎
の
人
々
に
金
剛
に
輝
く
信
心
（
ま
こ

と
の
こ
こ
ろ
）
を
⾒
出
し
、
心
か
ら
敬

い
共
に
聞
法
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
よ
く

瓦
礫
を
し
て
変
じ
て
金
に
成
さ
し
め
」

る
聞
法
道
場
の
「
金
蔵
寺
」
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

正

念
寺

し
ょ
う
ね
ん
じ

龍
瀧
山
正
念
寺
は
、
一
六
四
八
年
開

基
教
西
法
師
に
よ
っ
て
寺
院
と
し
て
開

創
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
小
国
の
二
子
山
に
あ
り
、
約

三
百
五
十
年
前
地
域
の
人
々
の
大
い
な

る
懇
願
に
よ
り
参
詣
・
往
来
の
利
便
を

考
え
現
在
の
地
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

爾
来
、
先
祖
代
々
多
く
の
門
信
徒
の
方
々

の
冥
助
に
よ
り
、
お
念
仏
の
法
灯
は
連

綿
と
絶
え
る
事
な
、
今
日
に
及
ん
で
居

ま
す
こ
と
は
、
何
物
に
も
代
え
難
い
よ

ろ
こ
び
で
あ
り
、
皆
さ
ま
の
お
か
げ
と
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
世
帯
数
約
七

十
九
件
、
人
口
百
五
十
二
人
の
小
国
地

区
に
お
い
て
人
口
減
少
や
高
齢
化
は
、

地
域
や
お
寺
だ
け
で
は
な
く
一
人
一
人

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
寺
院
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
再
考
し
、
地
域
の
中
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
、
み
ん
な
が

集
え
る
場
所
と
し
て
あ
り
続
け
て
行
け

る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

当
山
は
雪
深
い
地
に
あ
り
、
夏
の
涼

し
さ
が
自
慢
で
し
た
が
、
こ
の
夏
は
小

国
も
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
。

新
緑
や
紅
葉
の
時
期
に
小
国
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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